
 

雨に洗われて緑が鮮やかさを増します。 
陽が射せばそれーっと洗濯日和、忙しい毎日ですけれど、目に飛び込んでくる自然の移ろいに、ふぅー

と深呼吸してみませんか。体中の血流が良くなり、気分もスカッとしてくるように思えますよ。  
先日、センターに幼稚園くらいの大きな子たちが来ていて、いつもとは違うお喋りが小鳥のさえずり声

のように聞こえてくるなーと事務仕事をしてましたら、何があったのか見ていないので事情は分からな

いのですが、かなり大きな声で男の子が「しらん、ぺったん、ごりら」と何回か繰り返したのです。何

か意に沿わないことがあって親に言い返している雰囲気は伝わってきました。親やその周辺の大人たち

は、言い返されたタイミングがピッタリだったようで、どっと沸いて「まあ、まあ、がまんして」とか

「悪かった、悪かった」というようなやりとりになったようです。  
ことばをどんどん覚えて、特に覚えたてのヘンなことばや、面白いことばを使いたがる年齢というもの

がありますが、大人たちがまじ
・ ・

になって「そんなことば使ってはいけません」でなく、「言われちゃった」

と受け流したり、あるいは子どもの真剣さを受けとめて「ごめんなさい」というのは大切なことではな

いかと考えます。互いのやりとりの中で表現力は磨かれるし、ことばが人を和ませもすれば傷つかせる

こともあるのを、子どもたちは呼吸するように周辺の大人たちの言動から身につけていく気がします。  
話しことばから読むことば、書きことばと、ことばを発展させて自分の中に思考力をつけていくのが成

長ですが、単に学習として覚えることばでなく、日々の生活の中から体験を通したことばを身につけて

ほしいなと思います。コミュニケーション力が必要と言われていますが、まず自分の気持ちが整理でき

表現できるようになっていったら快適だろうなと考えさせられます。乳幼児さんたちにはずっと将来の

お話のようですが、ご家庭でのことばがいつの間にかしっかりと身についていくもののようです。  
さて、梅雨の季節、（雨）降っても（陽）照っても、楽しいことを見つけられるよ。 
「みつけてみようよ」って言えたら、親子でニッコリですね。 
降っても、晴れ間も、時間がとれましたら広場に遊びに来てください。 
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雨の中の散歩 

雨の日が続いて退屈したら、レインコートと長ぐつで身をかためて散歩に出かける手もあり

ますね。水たまり、ピチャピチャ水をはじいて歩けたら子どもは大喜び。草の葉や里芋の葉の

上の水玉が見つかるかな。雨が好きな♪でんでん むしむし かたつむり♪や小さな雨蛙さんに

出会えるかも。紫陽花（あじさい）も青や紫、ピンクと色鮮やかに咲いている季節です。 
 

小麦粉ねんど 

 家の中では一緒に作って楽しめます。 
 
※右の材料の他に 

塩…腐りにくくします。でも、保存にはお気を付け 

  ください。（入れ過ぎると固くなります。） 

油…少し加えると手にくっつきにくくなります。 

食紅…色つきねんどができます。食紅なら、万一お口に 

   入れてしまっても安心です。 

 

 

もうすっかり羽も乾いて、 
模様も赤くなって一人前！ 
むしゃむしゃお食事中です 

時間がたつと、黄色かった羽
が黒くなり、模様の部分がオ
レンジに浮き出てくるよ 

    ⑤        ⑥        ⑦        ⑧ 
 

   →        →        →        → 

 
背中がパカッと割れて
おとなになりました。
でも、初めは黄色いの 

 
沈黙の季節…。一体こ
の中でどんな大変身が
行われているのか… 

 
 
 
 
 虫は苦手！という人にも「これは大丈夫」と言ってもらえる 

虫というのがいる。その堂々たるナンバーワンに輝くのは（勝手な感覚だが）テントウムシではないだろうか。 

まるい、ちいさい、水玉模様、ツヤツヤ…どこを取っても乙女ゴコロをくすぐる要素ばかり。テントウムシをモチー

フにしたグッズもたくさんある。（チョウはグッズは多いが、実物は鱗粉・イモムシなどが気持ち悪いと敬遠されが

ちである。）しかも、ガーデニングのにっくき敵、アブラムシをむしゃむしゃ食べてくれる正義の味方ときた！（アブラ

ムシはアブラムシで奥が深いという話はまた後日…。）というわけで、テントウムシ人気はうなぎ昇りなのである。

ちなみに、今の時期は卵・幼虫・蛹・成虫どの姿にも出会えるお得なシーズン。そこで、今日はそんなテントウ

ムシたちの生き様に迫ってみました。（ふじたりえこ） 
 

①         ②        ③        ④ 
 

          →        →        → 

                                   （左下へ↙）  
大空を夢見て…！！ 
体をまるくちぢこめて 
さなぎの準備に入ります

信じられないって言わ
れるけど…、ぼく、本当
にテントウムシです… 

 
ぼくら、生まれたての 
テントウムシ何兄弟?! 
いざ行け、厳しい自然界 

一般ウケ度ナンバーワン！ 
見かけによらず肉食男子＆ 
女子なテントウムシ！…の巻 

 

 

 

 
これは宝石？フルーツ？
きれいに並ぶ黄色い卵は
職人芸！の一言に尽きる 

 

 
 
 

今回は、広場利用者の小林さんから。 
時を越えて届いた、素敵なお便りです。 

 
 回田町にある小平市立第三小学校は今年創立１３０周年です。 

 私が在学していたのは、ちょうど１００周年の時、その記念事業の一環として在

学生はタイムカプセルを埋め、風船を飛ばしました。 

 そして３０年後の今年、そのタイムカプセルを掘り起こす時が来たのです。 

昨年から実行委員としてイベント企画・準備を手伝いましたが、３０年も経つと

連絡が付かない卒業生も多数いまして、果たしてどれだけ集まるものなのか・・・。 

５月２日青空の下、予想を遥かに超える人が校庭に集まりました。ステンレス製

のタイムカプセルは掘り起こされ開けてみると、生徒たちの作文や絵、学校で使っ

ていた体操着、なわとび、絵の具セット、給食食器 etc…色あせることもなく、そ

のままの姿を現し、みんな大感激！！午後に行われた当時の全学年対象同窓会でも

話が盛り上がったのは言うまでもありません。 

また、関連した記事が 3/26、5/3 には読売新聞多摩版、5/4 には朝日新聞天

声人語に掲載され、卒業生や地域の方々にまで大反響を呼びました。 

ちなみに私は、３０年前に飛ばした風船を拾ってくれた茨城の霞ヶ浦の近くに住

むおばさんと未だに連絡を取っています。結婚式で初めてお会いし、一昨年に一緒

に伊豆旅行をしました。今はこんな出会いってないですよね・・・。 
 

小林さん、どうもありがとうございました！  


